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論 文 内 容 の 要 旨
中国史 を新 しい視点 か ら総体 的 に把握 しよ うと志 向 した場 合、 まず 問題 とすべ きは戦後 の
「時代区分論争」である。そ こで提示された 「枠 組み」や 「時代感」 を我 々は暗黙の内に継承
して いるのではあるまいか。 もしそ うであるのな らば、その省察は新たな体 系の模 索にあたっ
て避けて は通れない手続き と言いえよ う。
周知 のようにこの論争は、 内藤 湖南の提唱に始 まる三区分 説 と、戦後ま もな くに提示 された
二 区分説 との間で展開 された。両 学説の間には解 消不 可能な理論上の隔た りが存在 した と思わ
れ るのだが、 と同時 に奇妙 な 「一致」 も確認 できる。両説 の論 者が相互 の 「中世」説 を、 「専
制国家」乃至 「皇帝」の不在 した立論、 と指弾 しあ うのである。 これは、 両論者が ともに 「専
制=停 滞」 という図式一 「専制」な る概念 を 「停 滞」 と同義語 と見なす思想的 な枠組 み一
を共有 していた ことに起因 した学 的現 象であろ うと思われる。かかる認識 の もとで中国 「停滞」
論 の克服 を企図・した場合、必 然的に 「専制」 なる状況が解 消される時期 を どこかに差 し挟む必
要性が生 じる。 しか し、その時期 にあって も 「専制」的事象 を容易 に見 いだ しうるため、右の
如 き相互批判が行 われた もの と理解 され るのである。
両 「中世」説 で これ まで 当時代 の主た る担 い手 と位 置 づけ られ て きた存在一一 「貴族」や
「地主」・「郷紳」一 を無視 して よいな どと、私は主 張す るので はない。 「専制」な る概念 を
「停滞」 の同義語 と見な して 「専 制」 とい うイ メー ジに直結す る事象を等 閑視 して しま うので
はな く、それ を真正 面か ら取 り上げ、そ の分析 を通 して 「専 制」概念 をよ り豊 かな ものに昇華
させる。 こうした試 みが必要 ではないか と考 えるのである。
かかる観点か ら本稿では 「皇帝」 に焦点 をあてて、 その 「歴史」 を論 じる ことに したい。 た
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だ し、 中国史全体 のそれ を対象 にす ることは私 の力量 を越 える大 問題で あるので、 ここで は漢
六朝に時代を限定 して考察 を行 うこととす る。 また、 アプロー チの方法 につ いて も一言 してお
くと、本論 にあっては皇帝 とその親族一 同姓父系親で ある 「宗室」 と母方 の縁者で ある 「外
戚」一 との関係史 を追求す る ことによって、 この難問の解明 にあた った。表題 を 「皇帝 とそ
の親族」 とした所以 に他な らな いが、 これ に伴 って別 の課題 をも同時 に解決 しな ければな らな
くなった。それ が 「親族」 の問題であ る。通説で は、股周以来 の氏族制社会が解体 した ことに
よ り秦漢古代帝 国が 出現 した、 とな されて いる。 また、そ の存立基盤 をア トム化 された小農民
に求めるのが一般 的な理解で ある。 こうした学界状況 のもので、 当該期 「家族」 の実体解 明に
は力が注 がれてきた。 しか しそ の一方で、血縁秩 序に立脚 した集 団一 「親族」 に対す る関心
は示されて こなかったよ うに思われ る。 そ の・ため、 本稿で は 「皇帝」だ けでな く、 「親族」 の
歴史 にも検討 を加えな ければな らな いので ある。
雲夢睡虎地秦簡 の分析 によ って、 当該時代 にお ける女性 の地位が後代 ほどには低 くなか った
ことが明 らか となった。 とりわけ、 「母 」の血統が 「子」 の身分 を決定す る一つの基準 とな さ
れて いた点 は極 めて重要な新知見 である。父系優先 の 「伝統 中国」的な系譜観念 とは明 らか に
異 なる親族観が 当時存在 していた と考えなければな らな い。かか る新事実 をふ まえて、漢代 に
お ける親族 のあ り方 を再考 してみる必要がある と思われ るので ある。
そ の際 まず注 目すべ きは、 「子従母姓」(子 が母 の姓を通称 に用いる)と いう呼称法 と 「五宗
世家」なる 『史記』の巻 名(景 帝 の十三子 を 「母」が五 人であった ことか ら 「五宗」に分けた)
で ある。 これ らは、父系原 理 とは相容 れない別 の論理か ら発生 した ものであ ると推断され るの
で ある。加藤 常賢氏は先秦家族史 に関す る研究 の 中で、 「先秦 時代では、結婚後 も出嫁 女性は
生族の同宗人である と見なされてお り、また、嫁 女の子は父の生族(父 族)か らだけではな く、
母の生族(母 族)か らもその族員 と見 られていた」 と述べ られ るが、如上の事象は、 氏の指摘
され る如 き血族意識が漢代社会にあって も依然 として生 き続 けて いた ことを指 し示 してい るに
違いない。
また、『史記』 『漢書』中には異 父同母 兄弟姉 妹 の親密な様子 を窺わ しめる事例 が相 当数確認
でき る。異父 同母 の間柄 は、明清期 の場合、 「両様(品 種が全 く異 なった二種類)の 菜 種」 と
讐 え られ る関係であった。 ところが漢代、 とりわけ前漢時代 にお いては、 皇太后 の異父同母 兄
弟(そ の子孫 も)が 同姓兄弟 と区別 される ことな く、列侯 に封建 されている。当該期の皇帝が
太后の異姓兄弟 を 「母 党」の一員 と見 な していたが故 に、こうした封侯 が行 われ たので あろ う。
しか も、戦国秦 において昭裏 王即位後、そ の実 母である宣太后半氏が 「自治」 を開始す る と、
その同母弟 ・魏再に輔政の大権が委ね られ た。 これは、 異父同母兄弟姉妹 聞に血縁 的な絆意識
が存在 していた ことを証す る事例 に他 な らない。 こうした前代の血族観念 が前漢時代 の社 会に
あって もさした る倫 理的な批判 を受ける ことな く持続 していた と見な しえるのである。
更 に、 呂太后の姉 の子 「呂平」が 呂氏専権 の開始 と同時に封侯 されている。姉 の子 なのだか
ら、そ の姓は 「呂」であるはずが ない。 に もかかわ らず 、r史 記』r漢 書』はその姓 名を 「呂平」
と表記す る。 こうした不 可解な点 に加 えて、興 味深いのはその授爵 が呂后 の兄の子 である呂種 ・
呂産の封侯 と相前後 して行われて いる事実で ある。 っま り、 出嫁女性 の子 である 「呂平」 は母
の生族で ある 「諸呂」の一員 として列侯 に封 じられた と考 え られるのである。 また、成帝 の治
世期に母后の一族 王氏が輔政職 を独 占 し続 けるが、 王鳳 ・王音 ・王商 ・王根 と同姓親が続 いた
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後、王根 の後継者 として当時最有 力視 され たのが、 王太后 の姉 の子 ・淳子長であ った。嫁女の
子で ある淳干長 を当時の人々が母族 王氏 の一族員 と見 な していなか った のな らば、彼が後継候
補 と目され る ことはなか ったであ ろう。該期間 に主流 をな して いた 「九族」解釈一 今文学派
の 「九族」説 にお いて も、 「父の姉 妹 とそ の子」 「自身の姉妹 とそ の子」 「娘 とそ の子」 をそれ
ぞれ 「父族」四族 中の一族 と位 置づけている。 こうした事 実に基 づけば、 出家女性 の子 を母 の
生族 の一構成員 と見なす血族意 識が当該社会 に存続 していた と理解 しえるので ある。
以上 のように、 「母」の存在を重視 した親 族観念 ・「母」 を基点 とした係 累関係が、漢代社会
では機能 して いたので ある。 これ を、山田勝 芳氏の命名 に従って 「母の原理」と称す るな らば、
かか る原理が 「父の原理」 と同等 に人間関係を形成す る上での重要 な支柱 として有効性 を発揮
して いたので ある。江頭広氏 は先秦時代 の親族 形態を 「父系母 系共存制或 は両属制」 と規定 さ
れ るが、 これ と同様の観念が漢 代社会 において も生き続 けていた と総括すべ きで あろう。父系
優先 の親族観 に一元化 されていない時代 なのであった。 そ して、 この 「母 の原理」 は、皇帝 を
中心 とす る関係 にあ って最 も機 能的な役割 を果た したのであ り、その現 象形態が 「外戚政治」
に他な らなか ったので ある。
これ まで 「外戚政治」は前漢 後半期以降の特殊漢代的な政治事象 と評 されてきた。 こうした
理解は必ず しも誤 りではないが、外戚 が政治的 に活躍 する姿は これ よ り以前 の時期 にも見 いだ
せ る。例 えば、先 に名 を挙げ た戦国秦の魏 再がそれである。先述 したように、異母姉 ・宣太后
の 「自治」 に伴 って、魏再の摂政が始 まった。漢人は これを外戚 与政の最 初期事例 と位置 づけ
る。 しか もそ の当権期 の状況 を調べ ると、 魏再だけでな く、その異父弟 ・半戎や太后 の実子で
ある浬 陽君 ・高陵君が、将 となって諸国の討伐 を指揮 し、そ の結果 邑地 を賜 って封 君の地位 を
獲得 しているので ある。つ ま り、後代 に比べる と規模は小 さいが、母后 の存在を背景にその血
族が政治集 団を形づ くっていたのである。
前漢 前半期 に 目を転 じると、呂氏謙滅後、新帝 の擁i立にあた って、その 「母家」 の良否が一
番 の選択基準 とな されている。 彼 らが国政に関与する可能性 をどうしても否定 できなかったた
め、外戚 の如何 に神経 を尖 らせざ るをえなかったのであ ろう。 また、武 帝はその即位 当初、国
政運営 にあた って母后王氏の異父弟 ・田蜴 を頼み としている。 田蛎 も甥 である帝 を政治的 に支
えようとす るので あった。 こうした諸事例 を勘案す ると、外戚与政の問題 を前漢後 半期以降の
特質 と断言す る ことに躊躇い を感 じるのである。
では、皇帝 と外戚 との関係は当時 いかな るものと理解 されて いたのだろ うか。 この点 を的確
に言 い表 したのが、 前漢 末における 申屠剛 の発言一 「漢家 之制、難任英賢、猶援 姻戚 」一
であろう。 「外戚は皇帝 を佐助す る立場 にある」。 このよ うに当時認識 されていた と推察 され る
のである。事実、 当該期 にあっては 「外戚 を中央 の典兵官 に任ず るのが望 ましい」 と考え られ
ていた。 前漢後半期以降の外戚専権 期は勿論、それ以前 の時代 にお いて も外戚が兵権 を握って
将軍 の位 にあるのが よいとす る当時的観念 を看取す ることがで きる。 しか も、外戚 への権 力集
中を警戒 して いたと評 され る光武帝 ・明帝 ・章帝 の後漢初三帝で あって も、 自身の死の直前、
「妻党」 の一族 即ち新帝 の外戚 に宿衛 の大任 を委ね るのであった。 代替わ りに際 して予測
される不穏 な事態 を鎮静 し、且つ新帝 を戴 いた次期体制 の安定化 を願 って、 このよ うな人事が
行 われ たのであろう。漢代 にお いて外戚は皇帝 を守護すべ き存在 と位置づ け られて いた に違い
ない。 また、かか る認識は漢初以来 の伝統的な通念で あった と論 じて大過な いであろ う。
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以上 の如 き通念 を 「外戚保翼の慣行」 と称す るな らば、その起源は漢初よ りも更 に古い時代
に遡 る可能性が高 い。先 に取 り上げ た魏 再執政の事実 をふ まえ ると、漢は戦国期の 「伝 統」 を
継承 した と想定 しうるのであ る。 また、 かかる慣 行 の延長線上 に前漢後半期以降の外戚政治 を
位置づ けることも可能であろ う。外戚保翼 の慣行 に政治構造 の変化 とい う新 事態が加 わった結
果、外戚政権 の出来 をみるに至った と整理す る ことができる。
外戚保翼な る政治的慣行 の生成、並び に外戚 当権 とい う執政形態の出現 は、漢代 政治社 会 に
固有の事象 に他な らないのだが、か かる現 象を発 生させたその根本的な要 因は、 当該期特 有の
親族観念一 「母の原理」 に求 めなければ な らな いで あろう。皇帝 は母后 の生族 を頼み とし、
母族 も出嫁女性 の子であ る皇帝 を守 り立 て よう とした。 「母 の原理」 に基 づ く皇帝 と外戚 の こ
うした相互的な関係が、外戚保翼 の慣行 を生み 出 し、更 にその当権 ・壇朝な る事態 を招来 する
に至ったのである。外戚が皇帝 を支 える一つ の主柱 として位置 づけ られ、そ の与政が 当然視 さ
れていた。だか らこそ 専権 の危険性 を危惧 しなが らも、漢代 人はそ の執政 を容認せ ざるをえな
かった と理解 しえるので あ1る。 これ を 「外戚保翼体制」 と称す るな らば、それは 「母 の原理」
に裏打 ちされ た該期 間の皇帝体制 に特有 の現象な ので あ り、如 上の親族観が薄 らいだ後 の時代
には見 られない帝制構造 上の一大相違点 と評 しえるので ある。
かか る外戚保翼 の体制 について更 に一言 してお くと、それ には恒久性 という点 にお いて ある
程度 の限界が存在 して いた と推察され る。武帝期 の實嬰 と田蜴 の唾み合 い、 また哀帝期 の王氏
と傅氏 ・丁氏 の争 い、等 に代表 される如 く、代が替わ ると前帝 の外戚 と新帝 のそれ との問 に軋
蝉が生 じる。それは多 くの場合後者が前者 を凌駕す ることによって決着 を見 るに至 る。つ ま り、
代替わ りは輔政 にあた る外戚の交替 をも意味す るので ある。 ここか ら考え ると、外戚が保翼 し
ようと した・ 乃至 はそ うしえた一 のは、 皇帝一般で はな く、 自族 に直接連 なる特 定個人の
「皇帝」で あった と見な さなければ なるまい。 当時の皇帝はかか る支援体制 に依存す ることに
よって存立 しえた ので あ り、 これ が当代的な帝制 の特質であ った と言 いえ るか に思われ るので
ある。
ただ し、両漢期の状況を通覧す る と、 「母 の原 理」に も変化の相が確認できる。
前漢代 の皇后は、その多 くが皇 太子 の生母 であった。 また、皇太后 も殆 どが皇帝の実母であ
る。更 に当該期 にあっては 「太夫人」なる位号 も列侯の生母 に与え られる称号 とな されて いた。
こうした事実は、当該社会 にお いて 「生母」 を重要視 する風潮が存在 していた ことを示 唆 して
いるに違 いあるまい。
ところが、後漢代 では、皇后が皇太子 との間に実母 一実子 の間柄 を有 さないケー スが圧倒 的
に多 くなる(皇 太后 と皇帝 の関係 も同様)。 太子生母 の立后事例が減少 した事実は、皇后 の冊
立 にあた って子の有無や皇太子 との母子 関係 といった事柄が重要視 されな くなった ことを意味
す るに他な らない。 後漢代 になると皇后 の選定基準 に変化 が生 じた と見 なす必要が あろう。 か
か る変改 については、様々な要 因が想定 しえるが、 その一っ として 「生母」 を重視す る社 会的
風潮 との関連性 を考 えてみな ければな らな い。 こうした前代 の規範意識 を相対化 しよ うとする
傾向が現れていたのな らば、太子 生母 の立后事例 が減 じたのは当然の成 り行 き と言 いえる。武
帝の儒教尊崇後、儒 家的な価値観(即 ち父 系優 先の原理)の 浸透 ・定着が 本格化 し、そ れ と同
時並行 的 に 「母の原 理」全体 の否定が進行 して いった、 という可能性 も充分考 え られ よ.う。
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しか し、 こうした潮流を想定 しえる一方で、前漢 後半期か ら後 漢代にかけては、変質 しなが
らも、なお依然 として 「母の原理」 が存在 し続けていた と理解 する必要があるよ うに思 われて
な らな いので ある。漢 律においては 「継母」 よ りも 「親母」 との関係の方が重視 されて いた。
また、 出嫁女性は生家の罪に も連 坐す るよ う定め られていたのである。 こう した規定が変更 さ
れた のは漢朝滅亡後の ことであった。 かかる事 実を無視 するわけにはいか ないであろ う。 しか
も皇后 と皇太子 との関係について、統 計的な分 析だけではな く、更 に踏 み込 んだ考察 を行 って
み ると、興味深い事 実が浮 かび 上が って くるので ある。
確か に後漢代では非生母 の皇后 ・皇太后 が大多数 を 占めるが、 少な くともそ の中頃まで は、
嗣子 を皇后 ・皇太后 が 「母養」 して いるのである。 実の親子 ではないものの、それ に比類 した
絆で后 と嗣子は結ば れていた と言 いえるのではあるまいか。 とす れば、該期 間にあっても実母
一実子の関係は度外視 しえない重要条件 と目されて いた ことになるで あろう。それ を重視す る
風潮 は依 然 と して存続 していた ので あ り、 も しそ う した間柄 がア プ リオ リな もので ない場合
は、後天的に類同の関係 を作 り上げ よう と意 図され たのである。
更 に注 目すべきは、和帝期以後 の皇帝 と外戚 の関係 である。 實氏政権(後 漢最初 の外戚政権)
の出現以 降、外戚 は幼帝 の即位 と母后 の臨朝 に伴 って、禁 中に 「常居」 し、且つ新帝 の 「共養」
にあたるようになる。 これ を 「供養共居」 関係 と称す る ことに しよう。かか る関係 は血 の繋が
りを有 さない外戚 一皇帝 間に看取 され る現象な ので あった。 あたか も実 の舅甥でな い ことを埋
め合わせ るかのよ うに、 こう した関係が構築 され だ したのである。血縁 の不在 を、 生活空 間の
共有 と扶育 の実践 によって補完す るようにな った、 と言 い換 え られ よう。
前漢 か ら後漢へ の移行 に伴 って、 「母 の原 理」そ の ものにゆ らぎが生 じて いた ことは間違 い
ないであろうが、そ の一方でそれ を補 うか の如 く、新 しい関係が築 き上げ られて いった のもま
た事実で ある。 「母 の原理」 は、往 時の ままではない ものの、後漢 代にあ って も依 然 として有
効性 を失って いなか った と見な さな ければ な らな い。で なければ、 「供養共居」 の関係 を創 出
して、外戚が皇帝 と真 に血 の繋が った縁者 のように振 るi舞う必要性な どあろうはずがな いのだ
か ら。
外戚政治 を超克 しようとす る動きは後漢後期以降 に本格化す る。川頁帝期頃 に官界進 出を開始
す る地方 人士一 「礼教派」 人士がそ の主たる担 い手であった。後漢末の中平六年 にお ける侍
中 ・黄 門侍郎 の制度改革 は、 こうした彼 らの活動 の一成果 に他な らな い。
皇 帝近侍 の顧 問応対官 である侍 中 ・黄 門侍 郎は漢一代 を通 じて、 中央 の典兵 官 と同様、 「外
戚就任 官」(外 戚が外戚で ある とい う理 由で任 命 され る官)な る属 性 を帯有 していた。 同官は
「顧 問応対」 をその職責 とするのだか ら、本来 な らば 知識見識 の多寡高低(「 知」)を 基準 とし
た選任 が な され るべ きで あ る の に、それ とは全 く異 な っ た任 官一一 皇 帝 家 との血 縁 的紐 帯
(「血」)を 重視す るそれ一 が同時 に行われて いた ので ある。かか る人選、 或 いは両官が如上
の性格 を有 して いた こともまた、外戚 を頼み とす る漢代的な皇帝体制 のあ り方 と密接 に関連 し
た現象 なので あ り、外戚が朝政 を掌握 しえた一つ の要 因に他な らなか ったので ある。
「礼教派」 人士が 目指 したのは、 こうした属性 の払拭、即 ち 「知」 に一 元化 され た選任 の実
現 であった。そ して、 これは後漢 末 に 「清流派」士大夫 の手 によ って達成 され るのである。 中
平 六年の改革 の結果、それ まで 「無員」(定 員枠 な し)で あった同官の員数が 「六 人」 と限定
されたが、 「無員」な る状態 こそが 「血」 と 「知」 という矛盾 しかねな い二 つの選任基準 を併
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存 させ る こ とが で きた 「マ ジ ック」 な ので あ っ た。 員 数 の 制 限 は 「血」 に基 づ く任 官 の 否 定 を
意 味す る。 外 戚 を国 政 の場 か ら排 除 しよ う とす る 試 み が こ こに始 まる ので あ る。
また、曹魏王朝の成立か ら間 もな くして、文帝曹　 によ り外戚 の政治参与 を厳禁す る旨の詔
が下 された。 これは清流派士大夫 の意向 を反映 したものであ り、漢代人 には発想 しえな い内容
の下詔で あった。外 戚輔政 なる政治原理 を真 っ向か ら否定 した、画期 的な施策 と言 いえ よう。
しか し、 こうした歴史 の流れは直線的 には進行 しなか った。曹魏後期か ら晋代 にかけて外戚
は 「復 権」する。 司馬氏が 明帝皇后郭氏(当 時 は皇太后)を 担 ぎ出 し、且つそ の一族 を利用 し
て、政権 の奪取 を 目論 んだ結果、外戚の与政が再び始 まるので ある。 この一つの頂点が西晋武
帝期 の 「三楊」寵用 であった。皇后の兄弟であ る楊氏三兄弟 の重用 には、彼 らを皇太子(後 の
恵帝)の 後ろ盾 にな さんとす る武帝 の意志が読み取れ る。つ ま り、漢代の外戚輔政 に類 した後
嗣体制 を武帝 は構想 して いたのであ る。 また、西晋最後 の皇帝 ・慰帝 も母族である萄氏 を自身
の後見 と して頼 るので あった。 外戚 を皇帝の守護者 と位置づ ける認識が漢朝の滅 亡に伴 って完
全 に消滅 した とは言 いがた い。 しか も、晋代では、外戚輔政 の原理 を貴族達が 自身の政略実現
のための道具 として利用するよ うになる。 こうした傾向は東晋代 に著 しい。 司馬氏の王朝創業
にな らって、外戚執政な る既 存の政治原理 を手段 にして己が権力の保全 と自族 の繁栄 を 目指す
ので あった。
上 の如 き趨勢 と呼応 して、 「顧 問応対官」の あ り方 にも変化が現れ る。漢代 に 「外戚就任官」
で あった侍 中 ・黄門侍郎は後漢極末 中平六年 の制度改革 によって こうした性格 を抑制 され た。
かかる改革の志向は曹魏代で も持守 され るが、そ の一方 で 「皇帝近侍官=外 戚就任官」 という
伝統的通念 も保持 され、曹魏では侍 中 ・黄 門侍郎 と同職 同位 の官一 散騎常侍 ・散騎侍郎 が加
置された。そ して、外戚 を取 り巻 く政治的環境 の変化 に伴 い、散騎二官 は 「外戚就任官」 とい
う役割 を顕在化 させ てい く。魏末 に 「無員」 の員外散騎常侍 が創官 され たのは、 この現れ に他
な らない。晋朝創業の直前 に散騎常侍 の定員枠拡大、即 ちそ の 「無員」化が はか られ たので あ
る。 同官はかつての侍 中 ・黄 門侍郎 と同様な在 り方 に回帰 して いったと評 しえるで あろう。
そ して、 西晋代に至 ると、門下省 とは別 に散騎省が分置 され る。つ ま り、散騎二官は侍 中 ・
黄 門侍 郎 と詰 め所 を分 かたれ ることにな るので ある。退行 的な変遷 をみ た散騎常侍 と、 これ と
は明 らかに異なる侍 中 ・黄門侍郎 との間 に系統分 け以 上のよ り明確な 区分 を設け るた めの措置
であった と推 断される。
散騎 常侍 ・散騎侍郎 は、曹魏 ・西晋代名だた る清官で あった。 ところが、南朝期 に至 ると、
この両官は 「顕職」 の官 とは見な されな くな る。かか る現象 を、散騎二官 の非 「清官」化 と称
す る ことに したい。 甲族が 同官 の拝命 を拒否す る事例は、東晋後期 の謝安執政期 に初 出す る。
よって、 両官が非 「清官」化 に向かい始 め るのは この時期で あった と想定 されるのであ る。
謝安 の執権 は祷皇太后 との姻戚関係 に立脚 した外戚政治で ある。それ も魏晋南朝期 にお ける
最後 の外戚 当権な ので あった。 この後、外戚政治 の超克へ と社会 の趨勢は大 きく傾いてい くの
で ある。 こう した転換期 に散騎二官 も非r清 官」化 して いく。時期の一致は偶然 と思えな い。
顕在化 して いた 「外戚就任官」な る属性が、右 の如 き時代 の大 きな ウネ リの もとで、散騎二官
に対す る名族層 のマイナス評価 を醸成 したのではなか ろうか と考え られ るのである。そ して、
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南朝劉宋 の高祖劉裕はその遺 詔で、 曹魏文帝 の如 く外戚与政 の禁止 を厳命する。 曹魏初の 「変
革」 に向かわん とした努 力は ここに至 って結実 を見 たので ある。
で は、 「外戚輔政」 に代わ る新 しい政治原理 はいかな るものであ った のか。 この点 を考 える
前 に、 まず親族 観念 の変化 を論 じる必要が あるで あろう。そ の際、注 目すべ きは 「排行制」 の
成立過程である。
排行制 とは漢 族特有 の称呼 ・命名法で ある。かか る称謂 と名付 の制度は近世宗族社会 に至 っ
て完成 をみる。 中国型父系親族制度 の展開過程 と並行 しなが ら発展 ・変容 し続けて きた と評 し
て も過言ではない。
排行 制は 「排行順」 と 「輩行字」 のこ制度か らな る。前者は、 同世輩者たる兄弟 をその出生
順 に従って 「大 ・二 ・三 ・四」な どと行次 を排列す る慣習で、後者は、宗族の同世代者の名に
同 じ扁労の文字 か、或 いは二字名の内の一字 に共通の文字 を用 いて、同 じ世輩で ある ことを明
あざな
示 す る慣 習 で あ っ た。 この 内、 出現 時 期 が 早 い のは 前 者 で あ る。 『後 漢 書』 を検 す る と、 「字 」
に 「伯 ・仲 ・叔 ・季 」 と い った 文 字 が 頻 見 され る。 これ らは 兄 弟 の 出 生順 序 を表 した もの に他
な らな い の で あ る。
「輩 行 字 」慣 行 もそ の 当初 は 「字」 に お いて 行 わ れ て いた 。 しか し、 これ が 定 着 し始 め る の
は 、 「排行 順」 慣 行 よ りも遅 く、 後 漢 後 期 の こ と で あ っ た 。 両 慣 習 の 出そ ろ っ た こ の時 を 「排
行 制 」 の 成 立 期 と見 なす べ き で あ ろ う。 後 漢 後 期 こそ 、 「同宗 同姓 」 を基 軸 とす る親 族 集 団一
一 「父 の原 理 」 に基 づ く父 系 同族 集 団が 有 用 性 あ る組 織 へ と成 長 を開 始 す る そ の 時 期 に 該 当す
る の で あ り、 排 行 制 の形 成 は か か る 社 会 的 潮 流 の現 象 形 態 に他 な らな い と理 解 しえ る の で あ
る 。
つま り、後漢後期 を境 に 「母 の原理」 を一主軸 とした親族観念が 「父の原 理」 に一元化 され
たそれへ と転換 し始 めたと考 え られ るのだが、 こうした変化 に伴 って新たな政治 現象が出来す
る。それが宗室 の国政参与で ある。
六朝期では宗 室が 国政運営上 の一主柱 として活躍 した。要衝 の地方長官は勿論 の こと、 中央
の典兵 官や宰相 ポス ト、輔政 の職 にも同姓諸侯王が多用頻任 されたのである。 当該期における
政治社会 のかか る状況は、漢 代の 「外戚政治」「外戚保翼体 制」に対比す るな らば、「宗 室政治」
「宗室輔翼体 制」 と称す ることが可能で あろう。漢代で は外戚 の当権が、 六朝期 にあっては宗
室の参 政が、 当た り前 の事柄 と目されていたので ある。そ して、前者が、血 の繋 がった特定個
人の 「皇帝」 を外戚が保翼す る体制であ るとす るな らば、後者は宗室、即ち 「皇 帝家」 が族員
である 「皇帝」 を輔翼す る体制で あった と規定 しえるで あろう。親族観念の変化 と連動 して、
外戚保翼か ら宗室輔翼へ と皇帝 を支え る体制の あ り方 も転換 していったのである。
しか し、そ の一方で この両体制 には共通 した側面 も存在す る。外戚 の当権 は皇 帝の親 政 を阻
害する要因であ りえた し、 また、宗室は皇帝位 を纂奪 しかねな い危険物に他 な らなかった。皇
帝 とその親族 との確執 は漢六朝期 の政治史 に通底す る大 問題だ ったのである。
こうした矛盾 が完全 に解消 され るのは、宋代以後 のことで あっただ ろう。君主独裁制の成立
は、親族 に依存す る必要 のな い、そ うした システムの完成 を意味する に違いない。 中国皇帝の
歴史 において、 唐宋の変革期 こそが最 も大 きな画期で あった と評 しえ るのである。
ただ し、親族 観念 の歴史 という観点か らながめ ると、分水嶺は漢魏 の交 に求 めな けれ ばな ら
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ない。 中国社 会の一大特徴で ある父系優先 の親族観 は、 この頃 に形作 られ始 めたのである。つ
ま り、 中国帝 制時代史は二っ の転機 を経な が ら前へ前へ と推移 していったのである。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、序章、本論3章 、終章、及び補論一篇 とか らな る。
序章で は、戦後、停滞史観の克服 を掲げて再 出発 した我国東洋史学 の潮流 を承 けて、現在 も、
中世時代 の設定 をめ ぐって、六朝晴唐期説 と宋朝 一アヘ ン戦争期説 とが鋭 く対立 して いるが、
方法 上の違 いはあれ、両説いず れ も、 「専 制」 を 「停滞」 と等置 して否定的 に捉えて いるため、
「専制」に関わ る諸事象の解明 と意 義づけ を等 閑 に付 して きた と批判 し、皇帝 を親族(同 姓父系
親族た る宗室 と母方血縁者である外戚)と の関係にお いて追 求 し、古代=漢 か ら中世=六 朝への
史 的展 開の再把握 を試み、 よって、従来 の研 究成果の補正 を期す との、基本視角 を提示す る。
第1章 「漢代 の母 と子」 では、皇帝 とその母 太后の親族 との関係 に多角的な考察 を加え、漢
代 を特色づける外戚 政治 の性格 を論究す る。
まず 、新出土史料の分析 による最新成果や加藤 常賢 氏 らの古典的業績を踏まえつつ、史料 を
博捜 し考察 を重ねて、漢代 では、子が母 の姓を通称 に用いる呼称法、異父同母 兄弟姉妹間の緊
密な血縁意識 、出嫁女性 の子を母族が庇護す る通 念 と慣行が存在 し、かかる 「母 を基点 とした
親族観念」 が、社会 の中で機能 して いた事実 を明 らか にする。
ついで、皇 帝 と母太后 の一族間 との親委 一庇護 関係 を逐 一検 討 し、早 く戦国秦 ・昭嚢 王期 に
先例がある ことを確認 した 上で、前漢代初期 の呂后政権 、中期 武帝 の即位 当初期等 々に分析 を
加え、前漢代後期 には、異父 兄弟 をも含 めた太后 の親族(外 戚)に よる皇帝守護の通念 と慣行 が
確 定 してお り、 晩期 ・成帝以降、及び後漢代 の外戚政治 は、か かる外戚輔翼 の慣行が突 出 した
特殊漢代 的な政治形態 にほかな らな いとす る。
そ して、外戚専権が始 まる後漢 中期 ・和帝代 の實氏政権以 降、幼 少宗室員 の皇帝選立が常態
化 した ことに伴 って、太后 の親族が禁 中に常居 して新帝 の供養 に当った事実 に着 目し、これ を、
「血縁 関係の欠如 を生活空 間の共有 と扶育 によ って補完す る擬制 的措置」 と意義づ け、 「母 を
基点 とした親族観念」 の反映 を見出 して いる。 また、皇帝 の存立 には外戚 の輔翼 を必須 とす る
当時の実情 のも とで は、 この ことが、一面で外戚専権 の現実 的契機 となったが、 しか し反面、
輔翼の対象が、皇帝一般で はな く、 自族 に連 らな る特定 の皇帝個人 に限 られたた めに皇帝 の代
替 りに伴 う壊滅 的失権 を必然 とした と指摘す る。漢代皇帝権力 の限界性 を実証的 に力説す る本
章は、本論文 の中心 をなす雄論である。
第2章 「後漢末 にお ける侍 中 ・黄門侍郎 の制度改革 をめ ぐって」 は、視点 を換 え、官制面か
ら、外戚政治 の実態 とその克服過程 を考 察す る。 すなわ ち、皇帝 に近侍 して顧 問応待 に当る門
下 省の侍 中 ・黄 門侍 郎が、前漢及び後漢末 ・中平六年(189)の 「改革」 まで、外戚が就任すべ
き官職 と位置づ け られ て無定 員であ った のが、儒 家官僚か らの外戚政治批判 の結果、 「改革」
の後 は、定員各6人 の才学 に基づ く任 用 に改め られ、皇帝 出御 に陪乗す る侍 中の資格は、「改革」
前には 「識見 を有す る者」 と限定され て いたのが、単純 に 「当直者」 とされるに至 った と論ず
る。零細断片 の記録 を多方面か らの傍 証を駆使 して補 った好篇であ る。
第3章 「散騎 省の成立一 曹魏 ・西 晋におけ る外戚 につ いて一 」 では、先ず、 魏王朝創立
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時 における、侍中 ・黄門侍郎 と職務 とランクを同 じくする散騎 常侍 ・散騎侍郎 の新設 に注 目し、
この新設が、 「改革」 による門下両官 の特定化 を補完 し、外戚 を含 む皇帝個人 の親 近者任用 を
目的 としていたために散官 として の性格 を有 して いた ことを指摘す る。そ の上で、魏 中期以降、
と りわけ纂 奪のために曹魏外戚 を利用 した司馬氏政権 のも とで外戚政治 の復:権が進み、員外官
の増置な ど定員枠 が拡大 されて、外戚就任官 たる性格 が強ま り、 西晋朝下、門下省 と並列 の省
としての独 立 を見 るに至 った と論述す る。論 中、南朝期 に著 しい散騎常侍 の地位低落 の端緒 を、
漢 ・六朝期 最後 の外戚政権 たる東晋 中期 の謝安政権 に確 認 した学 的意義 は、高 く評価 され る。
終章 「『母』か らr父 』へ」では、 まず、2C前 半、後漢 代 中期 にお いて、 同宗 同姓集 団た
る 「豪族」、の社会 的伸張 に伴 って、それ までの 「母 を基点 と した親族観念」 に代 って 「父 を基
点 とした親族観念」が主流 とな り、社会 的諸関係 を秩序づ けるに至 った ことを、新た に出現 し
一般化 して い く命名法で ある 「排行制」 を通 して確認す る
。そ の上で、かか る社会的な新動 向
に対応 して、政治体制 も、父系血縁者で ある宗室員 を親委 し庇護 を仰 ぐ 「宗室政治」へ と転換
す るとし、そ の先駆形態 を、 西晋朝成立時 の大規模な宗室 封建 に見 出す。 ただ、 「母 を基点 と
した親族観念」 とそれ に基づ く秩序機能 はなお残存 して、西晋武帝期末 の楊氏や東晋代初 めの
庚氏による外戚政権 を現 出す るものの、5C前 半 ・南朝 に入る と、宗室政治 に一元化 された と、
論定す る。
以 上を踏 まえて、論者 は、漢(古 代)か ら六朝(中 世)へ の展開 を、外戚政治か ら宗室政治へ と約
言 しつつ、 しか しいずれ にして も、皇帝は親族の庇護 と支援 を必須 とした ことを強調 し、10C
宋朝以降 の君主独裁体制下 の皇帝 とは、画然、区別 さるべ きもので あった と主張 して、結論 と
す る。
なお、補 論 「『三公』 の政治 的地位 につ いて」 は、両漢 代 に限って認め られ た 「三 公」 に対
す る献言 「奏記」 の分析 を通 して、政治的主体性 にお いて 「三公」が、皇帝 に近似す る存在で
あった と結論 し、漢代皇帝権力の相対性 を強調す る。
以上の如 く、本論 文は、斬新かつ独 自の視点か ら、古代(漢)か ら中世(六 朝)へ の史的展開 に新
たな理解 を示 した ものであ り、貴族制論の構築 に偏 って皇帝体制 の具体 的究 明 をおろそか にし
てきた従来 の六朝政治史研 究 に一石 を投ず るものであ る。 と りわけ漢代の外 戚政治 に関する理
解 には、皇太后 の嫡妻権や儒教の親 親主義か らす る従来 の理解 に比 して格段 の深ま りが認め ら
れ、斯学 の発展 に寄与す るところ大な るものがあ る。
も とよ り、論者 自身が認め るよ うに、母、父それぞれ を基点 とした親族観 念相互の関係、特
に階唐期 にお ける宗室政治 と外戚政治 に対す る性格付 け、 また、専制体 制下におけ る士大夫官
僚 と皇帝 との関係等 々、重要な課題はなお多 く残 されて いるが、 これは、論者が設定 した視角
と問題 とによって新た に見えてきた問題で、研究 のさ らな る深 ま りと広が りとを促す もので あ
り、逆 にそ の有効性 を保証する もの とこそ言 うべきであ ろう。
よって、本論文は博士(文 学)の 学位 を授与 される に十分な資格 を有する もの と認 め られる。
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